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リウム(DSS)を 2 週間おきに 2 回飲料水に混ぜて投与し，大腸がんモデルのマウスを作製した．作製し
た大腸がんモデルマウスに麻酔をかけ，生きたまま肛門から内視鏡を入れ，大腸を観察し，腫瘍が形成
されている部位に BHRP を押し当てる形でラマンスペクトルを測定した．測定後 2 週間以上空け，再
び測定を行うことで，同一腫瘍を数週間モニタリングした．腫瘍が形成されていることが確認されたマ





situ ラマンスペクトルを計測し，PLSR で解析し経時的変化を調べた．解析に使用したのは 15，17，
19 週齢に測定を行った 3 個体から得られたラマンスペクトルであり，プロット上で異なる週齢に対す
るデータの分散が比較的良く分かれていることが確認できた．要素 2には 856，933cm-1にコラーゲン
Ⅰに由来するバンドが見られ，週齢が増えるにつれ，コラーゲンⅠの濃度が時間経過に伴って増加して
いることが示唆された．5-FU を投与したマウスの腫瘍から得られたラマンスペクトルを PCA 解析し
たところ，投与前と投与後で両者を分ける要素が存在していることが示唆された．正常マウスとがんモ
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